
ア
メ
リ
カ
の
雑
誌
「
タ
イ
ム
」

は
、
岸
田
総
理
大
臣
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
特
集
記
事
を
九
日
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
ま
し

た
。特

集
記
事
の
中
の
タ
イ
ト
ル

は
「
岸
田
総
理
大
臣
は
、
平
和

主
義
だ
っ
た
日
本
を
軍
事
大
国

に
変
え
る
」
と
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
記
事
に
日
本
の
外
務
省

が
抗
議
？

そ
の
後
、
タ
イ
ム
誌
は
「
岸

田
総
理
大
臣
は
、
平
和
主
義
だ
っ

た
日
本
に
国
際
舞
台
で
よ
り
積

極
的
な
役
割
を
持
た
せ
よ
う
と

し
て
い
る
」
と
変
更
し
ま
し
た
。

タ
イ
ム
誌
は
、
抗
議
を
受
け

て
「
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
ウ
ェ

ブ
版
の
タ
イ
ト
ル
や
記
事
は
更

新
す
る
こ
と
が
あ
る
」
と
説
明

し
て
い
ま
す
。

タ
イ
ム
誌
の
タ
イ
ト
ル
は

事
実
を
表
現
し
て
い
る

皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す

か
。
敵
基
地
攻
撃
保
有
に
反
対

す
る
人
は
、
タ
イ
ム
誌
の
変
更

前
の
タ
イ
ト
ル
は
「
そ
の
通
り
」

と
考
え
て
い
ま
す
。

岸
田
政
権
は
専
守
防
衛
か
ら
、

日
本
を
守
る
た
め
に
は
、
安
保

法
制
大
転
換
し
、
敵
基
地
攻
撃

能
力
を
保
有
す
る
と
米
国
に
約

束
し
、
国
民
に
も
公
表
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
、
岸
田
政
権

は
、
安
保
３
文
書
改
訂
後
も
、

「
専
守
防
衛
」
だ
と
主
張
し
て

い
ま
す
。

岸
田
政
権
に
都
合
の
悪
い

記
事
、
報
道
等
に
は
発
行
者
、

ス
ポ
ン
サ
ー
に
圧
力
を
か
け
て

い
ま
す
。
最
近
で
は
国
内
で
も
、

放
送
法
を
使
っ
て
圧
力
を
か
け

続
け
て
。

世
論
操
作
に

放
送
法
の
新
解
釈
？

放
送
法
が
定
め
る
「
政
治
的
公

平
」
の
解
釈
に
関
す
る
総
務
省
の

行
政
文
書
を
め
ぐ
り
、
高
市
大
臣

は
参
院
予
算
委
員
会
で
、総
務
大

臣
当
時
の
秘
書
官
ら
に
確
認
し
た

結
果
、「政
治
的
公
平
」に
関
す
る

説
明
を
受
け
た
事
実
は
な
か
った
と
、

重
ね
て
文
書
の
内
容
を
否
定
し
、

捏
造
と
発
言
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
礒
崎
首
相
補
佐
官
は
、

Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
「
サ
ン
デ
ー
モ
ー
ニ
ン
グ
」
を

「け
し
か
ら
ん
番
組
を
取
り
締
ま
る

ス
タ
ン
ス
を
示
す
必
要
が
あ
る
」
と

述
べ
て
お
り
、官
邸
の
方
針
が
明
白

で
す
。総
務
省
文
書
で
あ
り
、政
府

の
介
入
は
明
白
で
す
。
放
送
法
根

拠
に
し
た
言
論
統
制
は
で
き
な
い
。

憲
法
で
禁
止
さ
れ
た
検
閲
に
相
当

す
る
か
ら
で
す
。

最
近
の
朝
の
報
道
ニ
ュー
ス
で
は
、

重
要
な
政
治
問
題
の
報
道
が
少
な

く
な
って
い
ま
す
。メ
デ
ィ
ア
が
、政
権

の
介
入
だ
け
で
な
く
、
自
己
規
制
、

忖
度
す
る
こ
と
は
、
言
論
統
制
に
つ

な
が
り
ま
す
。

東
京
新
聞
が
ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム

ズ
に
意
見
広
告
を
出
し
ま
し
た
！

Ｇ
７
首
脳
宛
に
大
使
館
に
も
提

出
し
ま
し
た
。

東
京
新
聞
５
月
１
３
日
と
、
ジ
ャ

パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
５
月
１
９
日
号
に

「今
こ
そ
停
戦
を
」の
意
見
広
告
を

掲
載
し
ま
し
た
。
こ
の
英
字
新
聞

は
広
島
サ
ミ
ッ
ト
会
場
と
ホ
テ
ル
に

も
配
ら
れ
ま
す
。
ま
た
Ｇ
７
の
各
国

首
脳
宛
に
も
宣
言
文
と
署
名
７
４

５
４
筆
を
提
出
致
し
ま
し
た
。

戦
争
さ
せ
な
い

憲
法
壊
す
な

沼
津
の
会

第
７
９
回

日
時
６
月
１
１
日
（
日
）

１
３
時
３
０
分
～

会
場

沼
津
中
央
公
園

集
会
・
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

○
大
軍
拡
・
改
憲
は
戦
争
へ

の
道

○
９
条
改
憲
許
さ
な
い

○
安
保
３
文
書
改
定
撤
回
せ
よ

○
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を

止
め
即
時
撤
退

雨
天
中
止

土
曜
日･

駅
頭

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

場
所
・Ｊ
Ｒ
沼
津
駅
南
口

井
上
靖
記
念
碑
前

時
間

１
３
時
３
０
分
～

１
４
時
１
５
分

６
月

３
日

１
０
日

１
７
日

２
４
日

い
ず
れ
も
土
曜
日

プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
立
っ
て

も
、
腰
掛
け
て
も
参
加
出
来
ま
す
。

雨
天
中
止

あ
な
た
の
思
い
を

行
動
に
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ぬ
ま
づ
憲
法
9
条
の
会

米
タ
イ
ム
誌
の
記
事
ま
で

岸
田
政
権
変
更
さ
せ
る

日
本
を
戦
場
に
す
る
な

「
今
こ
そ
停
戦
を
」

東
京
新
聞
、
ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
に
意
見
広
告



活
動
を
停
滞
さ
せ
て
い

た
か
に
見
え
た
統
一
教
会

統
一
教
会(

正
式
名
称:
世

界
平
和
統
一
家
庭
連
合
以
下
統

一
教
会)

は
安
倍
晋
三
銃
撃
事

件
以
降
活
動
を
停
滞
さ
せ
て
い

た
か
に
見
え
た
と
い
う
方
も
い

る
だ
ろ
う
。

だ
が
、
水
面
下
で
は
活
動
を

活
発
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
韓
国
北
部
の
加
平
で

５
月
７
日
に
開
か
れ
た
合
同
結

婚
式
で
あ
る
。
こ
れ
は
統
一
教

会
に
よ
る
約
３
年
ぶ
り
の
合
同

結
婚
式
で
あ
る
。
韓
国
現
地
で

取
材
し
た
鈴
木
エ
イ
ト
氏
に
よ

る
と
「
教
団
側
は
報
道
な
ど
お

く
び
に
も
出
さ
ず
、
全
く
影
響

が
な
い
か
の
よ
う
に
、
以
前
に

も
増
し
た
華
美
で
盛
大
な
式
典

を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
」
と
い
う
感
想
だ
っ
た

そ
う
で
あ
る
。

合
同
結
婚
式
に
は
約
８
０
０

人
の
日
本
人
が
参
加
し
た
そ
う

で
あ
る
。

一
方
、
合
同
結
婚
式
に
参
加

す
る
た
め
に
は
費
用
が
必
要
で
、

１
世
信
者
の
参
加
費
用
が
現
在

は
７
０
万
円
、
２
世
信
者
は
２

０
万
円
だ
と
い
う
こ
と
だ
そ
う

で
あ
る
。

統
一
教
会
は
合
同
結
婚
式
の

裏
で
多
額
の
収
益
を
得
て
い
た

の
で
あ
る
。
教
団
施
設
周
辺
で

は
特
に
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
を
警

戒
す
る
姿
勢
が
み
ら
れ
た
そ
う

で
あ
る
。

鈴
木
エ
イ
ト
氏
に

よ
る
と
「
か
な
り
警
戒
し
て
い

て
、
イ
ベ
ン
ト
の
生
配
信
映
像

も
日
本
語
だ
け
見
ら
れ
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

普
通
の
観
光
客
が
撮
影
す
る
よ

う
な
一
般
の
展
望
台
か
ら
教
団

の
施
設
を
撮
影
し
よ
う
と
し
た

ら
、
そ
れ
も
制
止
さ
れ
ま
し
た
」

と
い
っ
た
感
じ
で
あ
っ
た
の
だ

と
い
う
。
こ
の
様
に
統
一
教
会

は
日
本
で
安
倍
晋
三
銃
撃
事
件

が
あ
っ
て
以
降
も
日
本
の
信
者

を
多
数
動
員
し
て
活
動
を
活
発

に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

・統
一
教
会
に
６
回
目
の
質

問
権
行
使
へ

一
方
、
統
一
教
会
に
対
し
６

回
目
の
質
問
権
行
使
が
実
施
さ

れ
た
。
６
月
１
２
日
ま
で
を
回

答
期
限
に
、
教
団
の
組
織
運
営

や
献
金
、
教
団
の
活
動
拠
点
で

も
あ
る
「
教
会
」
の
管
理
・
運

営
の
実
態
な
ど
に
関
し
て
、
合

わ
せ
て
１
５
６
項
目
に
つ
い
て

尋
ね
た
。

文
化
庁
は
去
年
１
１
月
か
ら
、

質
問
権
を
行
使
し
た
調
査
や
被

害
者
な
ど
か
ら
聞
き
取
り
を
行
っ

て
い
る
が
、
引
き
続
き
「
教
団

の
十
分
な
実
態
把
握
と
証
拠
の

積
み
上
げ
が
必
要
」
と
し
て
い

て
、
解
散
命
令
請
求
の
可
否
を

判
断
す
る
時
期
に
つ
い
て
は
、

明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

統
一
教
会
は
質
問
権
な
ど
に

対
し
て
封
筒
１
通
だ
け
な
ど
逃

げ
る
の
で
は
な
く
真
摯
に
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
で
な

い
と
被
害
者
の
救
済
に
繋
が
ら

な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
問
題
は
解
決
し
な
い
の
で
あ

る
。
一
刻
も
早
く
統
一
教
会
が

真
摯
な
姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
を

望
む
し
、
文
化
庁
は
解
散
命
令

の
結
論
を
出
す
べ
き
で
あ
る
。

(

稲
葉
健
介)

講
演
会

日
時
７
月
２
日(

日
）

１
３
時
３
０
分

会
場
韮
山
時
代
劇
場
大
ホ
ー
ル

「
戦
争
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」

講
師

柳
沢
協
二
氏

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
地
政
学
研

究
所
理
事
長
・
元
内
閣
官
房

副
長
官
補

協
力
券

５
０
０
円

主
催

「
柳
沢
協
二
講
演
会
」

実
行
委
員
会

映

画

日
時

７
月
１
６
日
（日
）

一
回
目

開
会
１
０
時
３
０
分

二
回
目

開
会
１
３
時
３
０
分

上
映
時
間

９
０
分

会
場

沼
津
市
立
図
書
館

「荒
野
に
希
望
の
灯
を
と
も
す
」

医
師

中
村
哲
さ
ん
の
現
地
活

動
３
５
年
の
軌
跡

当
日
券

大
人
１
４
０
０
円

前
売
り

１
２
０
０
円

中
学
・高
校
生

８
０
０
円

主
催

オ
リ
ー
ブ
・ジ
ャ
ム

共
催

沼
津
母
親
連
絡
会

＊
勝
訴
確
定
の
辛
淑
玉
さ
ん

沖
縄
県
の
米
軍
基
地
反
対
運

動
を
と
り
あ
げ
た
番
組
「
ニ
ュ
ー

ス
女
子
」
で
名
誉
を
傷
つ
け
ら

れ
た
と
し
て
、
制
作
会
社
の
Ｄ

Ｈ
Ｃ
を
訴
え
て
い
た
人
権
団
体

「
の
り
こ
え
ね
っ
と
」
共
同
代

表
の
辛
淑
玉
さ
ん
が
１
日
、
勝

訴
判
決
の
確
定

（朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
５
月
１
日
）

対
話
に
よ
る
平
和

沖
縄
希
求

岸
田
政
権
が
軍
事
力
増
強
に

よ
る
抑
止
力
の
強
化
を
進
め
る
一

方
、
沖
縄
県
議
会
は
、
日
本
政
府

に
対
話
と
外
交
に
よ
る
平
和
構
築

の
取
組
み
を
求
め
る
意
見
書
を
可

決
し
た
。

（赤
旗

５
月
５
日
）

＊
元
気
な
う
ち
に
無
罪
に

袴
田
さ
ん
は
二
〇
一
四
年
再

審
開
始
決
定
し
た
袴
田
事
件
の

元
裁
判
長
・
村
山
浩
昭
弁
護
士

と
対
面
し
、
村
山
さ
ん
は
「
袴

田
さ
ん
の
健
康
状
態
が
限
界
に

あ
る
と
感
じ
、
釈
放
し
か
な
い

と
の
結
論
に
い
た
っ
た
」
と
振

り
返
っ
た
。

（
東
京
新
聞

５
月
２
０
日
）

第２０8号

活
動
を
活
発
化
さ
せ
た

統
一
教
会

ち
ょ
っ
と
良
い
ニ
ュ
ー
ス

講
演
会
と
映
画
の
お
知
ら
せ


